
井上由美（応用地質株式会社 九州支社） 長崎県出身

1990年 大学卒業（農学部農業土木学科） 同年 応用地質入社

1994年 長男出産（1歳まで育休取得） ⇒社会人4年目

1997年 長女出産（10か月まで育休取得） ⇒社会人7年目

現在、九州支社技術部 土質・メンテナンスグループのグ
ループリーダーとして、地盤調査、メンテナンス業務を中心
に、珍しいところでは、縄文遺跡の保存に関わる業務も担当
しています。九州各地どこでも行きます。

○育児： 子どもが小さい頃は寂しくさせてゴメンねと罪悪感があったり、小さい時から保育園に預けるなんてかわい

そうと周囲から言われたりしました。でも、子どもたちにとっては、母親が働いているのは当たり前のこと
で、何がゴメンなのか、かわいそうなのか、わからないと言います。思春期にはトラブル満載だった下の子
も自分の大好きなことを仕事にして，巣立っていきました。過ぎてしまえば，全て笑い話となりました。

○家事： 基本的に手抜きすることしか考えていません。掃除しなくても死にはしない！
○好きなこと・もの：くるま（デミオ）、音楽（スピッツ、小田和正）、読書（吉田修一など乱読）、犬（ミニピン）

「夜明けの来ない夜はない」 もしくは 「なるようになる」（年度末のしんどい時、いつも唱えています！）

Q1.仕事の内容は？

妊娠が判明した時、とても両立できる環境とは思えず、退職を申し出ましたが、OJTの指導者（男

性）から、「育休取って復帰して、どうしても無理だったら、辞めれば？」と言われ、素直に従っ
たところ、こんなに長く居座っていました(笑)

Q2.妊娠した時？

1997年の阪神・淡路大震災を受けて、河川堤防の耐震点検や対策検討の業務が怒涛のように発注さ
れたのは、長男の育休から復帰した直後でした。ひたすら安定計算→対策工選定→手描きでの図面

作成の繰り返し。内心、必要ある？と思っていたのですが、熊本地震の時に、携わった堤防の被害
が比較的少なかったという情報を見聞きし、安心安全のために貢献できるって、建コンの仕事は
やっぱりいいなぁと改めて感じました。

Q3.仕事のやりがい

現在、福島に
長期出張中です


